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１【提出理由】

　2026年６月26日開催の当社第130回定時株主総会（以下「本総会」といいます。）において決議事項が決議されまし

たので、金融商品取引法第24条の５第４項及び企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第９号の２の規定に基

づき、本臨時報告書を提出するものであります。

 

２【報告内容】

(1）本総会が開催された年月日

2026年６月26日

 

(2）本総会における決議事項の内容

第１号議案　剰余金処分の件

１．期末配当に関する事項

①　配当財産の種類

金銭

②　配当財産の割当てに関する事項及びその総額

当社普通株式１株当たり35円

配当総額　42,210,502,810円

③　剰余金の配当が効力を生じる日

2026年６月29日

２．その他の剰余金の処分に関する事項

①　減少する剰余金の項目及びその額

別途積立金　　　　450,000,000,000円

②　増加する剰余金の項目及びその額

繰越利益剰余金　　450,000,000,000円

 

第２号議案　取締役11名選任の件

取締役として、助野健児、後藤禎一、樋口昌之、濱直樹、吉澤ちさと、伊藤洋士、北村邦太郎、江田

麻季子、永野毅、菅原郁郎、鈴木貴子の各氏を選任する。
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(3）上記決議事項に対する賛成、反対及び棄権の意思の表示に係る議決権の数、上記決議事項が可決されるための要件

並びに当該決議の結果

決議事項 賛成（個） 反対（個） 棄権（個） 可決要件
決議の結果
（賛成の割合）

第１号議案 9,939,873 6,207 0 （注）１ 可決（99.65％）

第２号議案    （注）２  

助野　健児 9,582,477 341,591 32,801  可決（95.96％）

後藤　禎一 9,585,317 338,752 32,801  可決（95.99％）

樋口　昌之 9,764,174 192,705 3  可決（97.78％）

濱　直樹 9,770,378 186,500 3  可決（97.84％）

吉澤　ちさと 9,770,119 186,759 3  可決（97.84％）

伊藤　洋士 9,771,186 185,692 3  可決（97.85％）

北村　邦太郎 9,679,213 277,661 3  可決（96.93％）

江田　麻季子 9,908,498 48,385 3  可決（99.23％）

永野　毅 9,903,489 53,394 3  可決（99.18％）

菅原　郁郎 9,902,877 54,006 3  可決（99.17％）

鈴木　貴子 9,906,512 50,370 3  可決（99.21％）

（注）１．出席した議決権を行使することができる株主の議決権の過半数の賛成であります。

２．議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１以上を有する株主の出席及び出席した当該株主の議

決権の過半数の賛成であります。

 

(4）議決権の数に本総会に出席した株主の議決権の数の一部を加算しなかった理由

　本総会前日までの事前行使分及び当日出席の一部の株主から各議案の賛否に関して確認できた議決権の集計により

各決議事項が可決されるための要件を満たし、会社法に則って決議が成立したため、本総会当日出席の株主のうち、

賛成、反対及び棄権の確認ができていない一部の議決権の数は加算しておりません。

 

以　上
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